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り
ま
す
。

　

相
続
時
精
算
課
税
制
度
と
は
、
65
歳

以
上
の
親
か
ら
20
歳
以
上
の
子
へ
の
財

産
の
贈
与
に
つ
い
て
、
子
が
贈
与
を
受

け
た
年
に
は
贈
与
財
産
に
対
す
る
贈
与

税
（
贈
与
財
産
の
価
額
か
ら
2
5
0
0
万

円
を
限
度
と
す
る
特
別
控
除
額
を
控
除

し
た
金
額
の
20
％
）
を
納
め
、
親
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
そ
の
贈
与
財
産
の
贈

与
時
の
価
額
と
相
続
財
産
の
価
額
と
を

合
計
し
た
金
額
を
基
に
計
算
し
た
相
続

税
額
か
ら
、
既
に
納
め
た
そ
の
贈
与
税

相
当
額
を
控
除
す
る
税
制
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
適

用
を
受
け
た
贈
与
財
産
は
、
相
続
税
の

課
税
価
格
計
算
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

相
続
税
は
、「
課
税
価
格
」
に
対
し
て

課
税
さ
れ
ま
す
。
課
税
価
格
と
は
、
亡

く
な
っ
た
個
人
（「
被
相
続
人
」
と
い
い

ま
す
）
の
一
切
の
財
産
に
生
命
保
険
金
・

死
亡
退
職
金
な
ど
の
み
な
し
相
続
財
産

や
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
適
用
を
受

け
た
贈
与
財
産
を
加
え
た
額
か
ら
、
被

相
続
人
の
債
務
や
葬
式
費
用
を
差
し
引

き
、
こ
れ
に
相
続
開
始
前
３
年
以
内
に

被
相
続
人
か
ら
受
け
た
一
定
の
贈
与
財

産
を
加
え
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

被
相
続
人
の
財
産
に
は
土
地
建
物
・

現
金
預
金
・
有
価
証
券
・
自
動
車
・
貴

金
属
・
書
画
骨
董
品
・
家
財
な
ど
と
い
っ

た
も
の
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
民
法

上
の
相
続
財
産
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

被
相
続
人
の
死
亡
に
伴
い
支
払
わ
れ
る
一

定
の
死
亡
保
険
金
や
死
亡
退
職
金
な
ど

に
つ
い
て
は
、
相
続
財
産
と
み
な
し
て

相
続
税
の
課
税
価
格
の
計
算
に
含
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
「
み

な
し
相
続
財
産
」
と
い
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
相
続
人
の
生
活
保
障
な
ど

の
観
点
か
ら
、
上
記
の
相
続
財
産
や
み

な
し
相
続
財
産
の
う
ち
一
定
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
相
続
税
の
課
税
価
格
に
算
入

し
な
い
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
被
相
続
人
の
自
宅
敷
地

（
居
住
用
宅
地
）、
店
舗
の
敷
地
（
事
業

そこが知りたい！
大
手
都
銀
だ
け
で
３
０
０
０
万
超
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
口
座

あ
る
一
定
の
年
齢
を
過
ぎ
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
気
に
な
っ
て
く
る
相
続
と
い
う
課
題
。
相
続
を
す
る
人
に
よ
け
い
な
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
に
生
前
に
債
務
を
整
理
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
子
ど
も
や
親
族
の
仲

を
乱
さ
な
い
よ
う
な
ス
ム
ー
ズ
な
相
続
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
相
続
に
関
し
て
あ
る
程
度

の
知
識
を
蓄
え
な
が
ら
、
各
種
手
続
き
を
含
め
た
事
前
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
は
、
家
族
や
親
族
の
た
め
に
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

用
宅
地
）、
貸
ア
パ
ー
ト
の
敷
地
（
貸
付

事
業
用
宅
地
）
な
ど
を
、
親
族
が
相
続

す
る
場
合
な
ど
は
、一
定
の
要
件
の
下
で
、

こ
れ
ら
の
土
地
の
評
価
額
の
う
ち
一
定
額

を
相
続
税
の
課
税
価
格
に
算
入
し
な
い

特
例
（
こ
れ
を
「
小
規
模
宅
地
等
特
例
」

と
い
い
ま
す
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
み
な
し
相
続
財
産
の
う
ち
、
相

続
人
が
受
け
取
る
死
亡
保
険
金
、
死
亡

退
職
金
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
金
額
が
非

課
税
と
さ
れ
ま
す
。

　

相
続
税
の
課
税
価
格
の
計
算
上
、
遺

産
か
ら
差
し
引
く
債
務
と
し
て
は
、
借

入
金
・
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
金
、
未

払
の
医
療
費
な
ど
で
被
相
続
人
の
死
亡

の
際
に
現
に
存
す
る
も
の
が
対
象
と
な
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相
続
税
と

そ
の
対
象
と
な
る
財
産

相
続
税
が
課
税
さ
れ
る
財
産
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葬
式
費
用
は
被
相
続
人
の
債
務
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
相
続
が
発
生
し
た
場
合

に
必
ず
生
じ
る
費
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

相
続
税
の
課
税
価
格
の
計
算
上
、
差
し

引
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
続
税
の
計
算
方
法

　　

相
続
税
の
計
算
方
法
は
、
以
下
の
ス

テ
ッ
プ
で
進
め
ま
す
。

①
課
税
価
格
を
計
算
し
ま
す

　

相
続
財
産
や
相
続
時
精
算
課
税
制
度

の
適
用
を
受
け
た
贈
与
財
産
の
合
計
額

か
ら
債
務
お
よ
び
葬
式
費
用
を
控
除

し
、
こ
れ
に
相
続
開
始
前
３
年
以
内
に

被
相
続
人
か
ら
受
け
た
一
定
の
贈
与
財

産
を
加
算
し
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と

な
る
課
税
価
格
を
計
算
し
ま
す
。

②
課
税
遺
産
総
額
を
計
算
し
ま
す

　

課
税
価
格
が
一
定
限
度
以
下
の
場
合

に
は
相
続
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
一
定
限
度
を
「
遺
産
に
係
る
基
礎
控

除
」
と
い
い
ま
す
。
現
在
、
基
礎
控
除

は
「
5
0
0
0
万
円
＋
1
0
0
0
万
円

×
法
定
相
続
人
の
数
」
の
算
式
で
計
算

さ
れ
た
金
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
以
降
に
発
生
し
た

相
続
か
ら
は
、
基
礎
控
除
の
計
算
方
法

が
「
3
0
0
0
万
円
＋
6
0
0
万
円
×

法
定
相
続
人
の
数
」
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

①
で
計
算
し
た
課
税
価
格
か
ら
基
礎
控

除
額
を
差
し
引
く
と
課
税
遺
産
総
額
に

な
り
ま
す
。

③
相
続
税
の
総
額
を
計
算
し
ま
す

　

課
税
遺
産
総
額
を
、
実
際
に
財
産
を

取
得
し
た
か
否
か
に
関
係
な
く
「
法
定

相
続
人
が
法
定
相
続
分
で
分
割
し
た
も

の
」
と
仮
定
し
て
、
そ
の
分
割
後
の
金

額
に
対
し
て
各
人
ご
と
に
税
率
を
適
用

し
て
各
法
定
相
続
人
の
相
続
税
額
を
計

算
し
ま
す
。
こ
の
各
法
定
相
続
人
の
相

続
税
額
を
合
計
し
た
金
額
が
相
続
税
の

総
額
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
計
算

方
法
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
に

遺
産
分
割
し
よ
う
と
も
、
相
続
税
の
総

額
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
る
た
め
で
す
。

④
各
人
の
算
出
税
額
を
計
算
し
ま
す

　

実
際
に
財
産
を
取
得
し
た
人
が
、
相

続
税
の
負
担
を
し
ま
す
。
各
人
が
取
得

し
た
財
産
の
課
税
価
格
の
比
率
に
応

じ
、
相
続
税
の
総
額
を
按
分
す
る
こ
と

に
よ
り
各
人
の
算
出
税
額
が
計
算
さ
れ

ま
す
。

⑤
納
め
る
相
続
税
額
を
計
算
し
ま
す

　

各
人
の
算
出
税
額
に
、
相
続
に
よ
り

財
産
を
取
得
し
た
人
の
属
性
に
応
じ
て

相
続
税
額
の
加
算
と
減
算
（
税
額
控
除
）

を
行
い
ま
す
。

　

相
続
税
額
の
加
算
と
は
、
財
産
を
取

得
し
た
人
が
兄
弟
姉
妹
な
ど
被
相
続
人

の
配
偶
者
、
父
母
、
子
以
外
の
者
で
あ

る
場
合
、
税
額
控
除
を
差
し
引
く
前
の

相
続
税
額
に
そ
の
20
％
相
当
額
を
加
算

す
る
制
度
で
す
。
な
お
、
子
が
被
相
続

人
よ
り
先
に
死
亡
し
て
い
る
た
め
相
続

人
と
な
っ
た
孫
に
つ
い
て
は
相
続
税
額
の

加
算
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
被

相
続
人
の
子
が
健
在
の
場
合
に
お
い
て
、

被
相
続
人
の
養
子
で
あ
る
孫
が
相
続
に

よ
り
取
得
し
た
財
産
は
、
相
続
税
額
の

加
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

税
額
控
除
の
う
ち
代
表
的
な
「
配
偶

者
の
税
額
軽
減
」
と
は
、
被
相
続
人
の

図表2：相続税の計算例（平成25年4月現在）

図表１：相続税の税額速算（平成25年4月現在）

甲さんは平成25年4月に亡くなりました。甲さんの相続人は、長男Ｘさんと次男Ｙさんの２人
（二人とも成人）です。甲さんが遺した財産（課税価格）１億円を、Ｘさんが6,000万円、Ｙさんが
4,000万円ずつ相続した場合、ＸさんとＹさんの納める相続税は次の通りに計算されます。

　①課税価格1億円
　②課税遺産総額の計算
　　　1億円－(5,000万円＋1,000万円×2)＝3,000万円
　③相続税の総額の計算
　　・法定相続分による各取得金額：3,000万円×1/2＝1,500万円
　　・1人分の相続税額：1,500万円×15％－50万円＝175万円
　　・相続税の総額：175万円＋175万円＝350万円
　④各人の算出税額
　　・長男Ｘの相続税額：350万円×6,000万円/1億円 ＝210万円
　　・次男Ｙの相続税額：350万円×4,000万円/1億円 ＝140万円

相続税の税額速算表
各取得分の金額 税率 控除額

1,000万円以下 10％ －
 1,000万円超～ 
3,000万円以下 15％ 50万円

3,000万円超～ 
5,000万円以下 20％ 200万円

 5,000万円超～
10,000万円以下 30％ 700万円

10,000万円超～
30,000万円以下 40％ 1,700万円

30,000万円超 50％ 4,700万円

平成 27 年以降の相続税の税額速算表
各取得分の金額 税率 控除額

1,000万円以下 10％ －
 1,000万円超～ 
3,000万円以下 １5％ 50万円

3,000万円超～ 
5,000万円以下 20％ 200万円

 5,000万円超～ 
10,000万円以下 30％ 700万円

 10,000万円超～
20,000万円以下 40％ 1,700万円

20,000万円超～
30,000万円以下 45％ 2,700万円

30,000万円超～
60,000万円以下 50％ 4,200万円

60,000万円超 55％ 7,200万円

注）本稿は、特に断りのない限り、平成２５年６月現在の税制に基づいています。
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そこが知りたい！

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
所
得
税
、
消
費
税
の
準
確
定
申
告

　

相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
日
の
翌
日
か
ら
4
カ
月
以
内
に
相
続

人
が
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
日
ま
で
に
所
得
税
や
消
費

税
の
納
税
も
必
要
で
す
。

⑤
相
続
税
の
申
告

　

相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
日
の
翌
日
か
ら
10
カ
月
以
内
に
相
続
・

遺
贈
等
に
よ
っ
て
財
産
を
取
得
し
た
者

が
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
こ
の
日
ま
で
に
相
続
税
の
納
税
も

必
要
で
す
。

　

申
告
期
限
ま
で
に
所
得
税
や
消
費

税
、
相
続
税
の
申
告
を
し
な
い
場
合
、

申
告
に
よ
り
納
め
る
税
金
の
ほ
か
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
無
申
告
加
算
税
が
課

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
申
告
期
限
ま
で
に

所
得
税
や
消
費
税
、
相
続
税
の
納
税
を

し
な
い
場
合
は
、
遅
延
利
息
と
し
て
延

滞
税
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
余

計
な
税
金
の
支
払
い
を
し
な
い
た
め
に

も
、
期
限
内
の
申
告
と
納
税
を
心
が
け

た
い
も
の
で
す
（
図
表
３
参
照
）。

（
２
）
遺
産
分
割

　

遺
産
は
相
続
人
が
複
数
い
る
場
合
に

は
、
と
り
あ
え
ず
相
続
人
の
共
有
財
産

と
さ
れ
ま
す
。
相
続
人
は
、
い
つ
で
も

話
し
合
い
に
よ
り
遺
産
を
分
け
る
こ
と

配
偶
者
が
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
正
味

の
財
産
額
が
、
1
億
6
0
0
0
万
円
と

配
偶
者
の
法
定
相
続
分
相
当
額
の
ど
ち

ら
か
多
い
金
額
ま
で
は
、
配
偶
者
に
相

続
税
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
制
度
で
す

（
前
頁
図
表
１
、２
参
照
）。

（
１
）
相
続
後
に
や
る
べ
き
手
続
き

　

相
続
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
法
定

期
限
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
通
夜
・
告
別
式

　

個
人
が
死
亡
し
た
こ
と
を
親
族
、
知

人
等
の
関
係
者
等
に
通
知
し
、
通
夜
や

告
別
式
等
を
行
い
ま
す
。

②
死
亡
届
出
書
の
提
出

　

死
亡
し
た
人
の
親
族
、
同
居
者
等
は

死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
7
日

以
内
に
死
亡
診
断
書
等
を
添
付
し
て
死

亡
届
出
書
を
市
区
町
村
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
相
続
の
放
棄

　

被
相
続
人
の
遺
し
た
財
産
よ
り
も
債

務
の
額
が
大
き
い
よ
う
な
場
合
は
、
相

続
の
放
棄
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

相
続
の
放
棄
は
、
相
続
の
開
始
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
3
カ
月
以
内

相
続
に
関
す
る

具
体
的
な
手
続
き

図表3：相続開始から相続税の申告と納税までのスケジュール

被
相
続
人
の
死
亡
（
相
続
開
始
）

相
続
税
の
申
告
と
納
税

死
亡
届
出
書
の
提
出
（
市
区
町
村
へ
提
出
）

通
　
　
夜

葬
　
　
儀

香
典
返
し

四
十
九
日
法
要

葬
儀
費
用
支
払（
領
収
書
等
の
整
理･

保
管
）

遺
言
書
・
死
因
贈
与
契
約
書
の
有
無
の
確
認

相
続
財
産
・
債
務
の
調
査

家
庭
裁
判
所
へ
申
述

相
続
人
の
確
定（
戸
籍
謄
本
の
取
得
）

相
続
財
産
の
評
価
・
鑑
定

遺
産
分
割
協
議
お
よ
び
協
議
書
の
作
成

（
相
続
人
全
員
の
実
印
＆
印
鑑
証
明
書
の
準
備
）

相
続
税
申
告
書
の
作
成

納
税
資
金
の
準
備

納
税
方
法（
延
納
・
物
納
）の
検
討

所
得
税
・
消
費
税
の
準
確
定
申
告
と
納
付

相
続
の
放
棄
ま
た
は
限
定
承
認

（10カ月以内）

相続財産の名義変更手続き

（4カ月以内）

（3カ月以内）
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が
で
き
ま
す
。
こ
の
話
し
合
い
を
「
遺

産
分
割
協
議
」
と
い
い
ま
す
。

　

遺
産
分
割
協
議
の
成
立
の
結
果
を
証

明
す
る
た
め
に
作
成
す
る
書
面
が
、
遺

産
分
割
協
議
書
で
す
。
遺
産
分
割
協
議

書
は
、
相
続
人
間
で
合
意
し
た
内
容
を

証
明
す
る
重
要
な
書
類
で
す
。
こ
の
た

め
署
名
と
実
印
で
の
押
印
が
必
要
と
さ

れ
、
さ
ら
に
実
印
に
よ
る
押
印
を
証
明

す
る
た
め
印
鑑
証
明
書
を
添
付
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

遺
産
分
割
協
議
書
は
、
遺
産
の
相

続
手
続
の
際
に
必
要
と
な
る
書
類
で

す
。
例
え
ば
、
不
動
産
の
相
続
登
記
を

行
う
場
合
に
遺
産
分
割
協
議
書
を
登

記
申
請
書
に
添
付
し
ま
す
し
、
預
貯
金

の
相
続
手
続
の
場
合
に
も
金
融
機
関
か

ら
遺
産
分
割
協
議
書
の
提
示
を
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

民
法
上
、
遺
産
分
割
に
期
限
は
設
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
相
続
が
開
始

し
て
か
ら
5
年
後
、
10
年
後
で
あ
っ
て

も
遺
産
分
割
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
相
続
人
が
亡
く
な
り
、
相
続

人
の
子
が
後
を
引
き
継
ぐ
よ
う
な
場
合

は
、
遺
産
分
割
に
か
か
わ
る
人
間
が
多

く
な
り
、
遺
産
分
割
が
ま
と
ま
り
に
く

く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
で
き
る

だ
け
早
く
分
割
協
議
を
成
立
さ
せ
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

　

ま
た
、
相
続
税
の
特
例
で
あ
る
配
偶

者
の
税
額
軽
減
、
小
規
模
宅
地
等
特
例

等
に
つ
い
て
は
、
申
告
期
限
（
相
続
の

開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
10
カ
月
以
内
）
ま
で
に
遺
産
分
割

が
確
定
し
て
い
な
い
と
、
当
初
の
申
告

に
お
い
て
は
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
特
例
が
受
け
ら
れ
ず
、
余

分
な
納
税
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

遅
く
と
も
相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
に

は
遺
産
分
割
協
議
を
ま
と
め
て
お
く
こ

と
が
不
可
欠
と
い
え
ま
す
。

（
１
）
遺
言
の
作
成

①
遺
言
の
種
類

　

遺
言
に
は
、
自
筆
証
書
遺
言
、
公
正

証
書
遺
言
、
秘
密
証
書
遺
言
の
３
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　

自
筆
証
書
遺
言
は
、
遺
言
者
が
そ
の

全
文
、
日
付
お
よ
び
氏
名
を
自
書
し
、

こ
れ
に
印
を
押
す
こ
と
に
よ
り
作
成
し

ま
す
。
長
所
は
、
遺
言
者
が
自
書
す
る

た
め
、
ほ
か
の
２
つ
の
方
法
に
比
べ
費
用

が
か
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
短
所
は
、

本
当
に
本
人
が
書
い
た
も
の
か
ど
う
か

争
い
に
な
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
相
続
発
生
後
に
は
家
庭
裁
判
所

相続税とその対象となる財産

図表４：自筆証書遺言の作成例（参考：中小企業庁「中小企業事業承継ハンドブック」※なお内容に関しては公正証書遺言と共通）

遺
言
を
含
め
生
前
の
準
備

と
し
て
必
要
な
こ
と

　
　
　
　
　

遺
言
書

遺
言
者
○
○
○
○
は
、次
の
と
お
り
遺
言
す
る
。

一
、私
名
義
の
次
の
物
件
を
△
△
△
△
に
相
続
さ
せ
る
。

　

１
．×
×
市
×
×
町
×
丁
目
×
番

　
　

   

宅
地　
　

×
×
×
平
方
メ
ー
ト
ル

   

２
．同
所
同
番
地
所
在

　
　
　

家
屋
番
号
×
番　

木
造
瓦
葺
き
二
階
建
居
宅

　
　
　

床
面
積 　

×
×
×
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　

                      

◎
◎ 

⑥ 

㊞ 　

二
、 

私
名
義
の
×
×
銀
行
☆
☆
支
店
に
有
す
る
貯
金
す
べ
て
を

□
□
□
□
に
相
続
さ
せ
る
。

三
、私
が
所
有
し
て
い
る
×
×
株
式
会
社
の
株
式
○
○
株
を
、◇
◇
◇
◇

に
相
続
さ
せ
る
。

四
、以
上
に
定
め
る
財
産
以
外
の
す
べ
て
の
財
産
を
、△
△
△
△

に
相
続
さ
せ
る
。

五
、こ
の
遺
言
の
執
行
者
と
し
て
、×
×
市
×
×
町
×
丁
目
×
番

●
●
を
指
定
す
る
。

六
、遺
言
執
行
者
●
●
に
対
し
て
、本
遺
言
執
行
の
た
め
の
金
庫
の

開
扉
、内
容
物
の
引
取
お
よ
び
解
約（
同
手
続
又
は
行
為
を
す
る
に

あ
た
り
相
続
人
の
同
意
を
要
し
な
い
）並
び
に
預
貯
金
等
の
名
義

変
更
、解
約
お
よ
び
換
金
等
一
切
の
処
分
を
行
う
権
限
を
付
与
す
る
。

　　

①
平
成
×
×
年
×
×
月
×
×
日

　
　
　

×
×
県
×
×
市
×
×
町
×
丁
目
×
番
×
号

　
　
　
　
　
　

 

②
遺
言
者　

○
○
○
○　

 

③ 

㊞

   

④
本
遺
言
書
中
九
行
目
中
、「
☆
☆
」を「
◎
◎
」と
訂
正
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

⑤ 

○
○
○
○

【自筆証書遺言を作成する際の形式上の注意点】
・全文自筆で作成(ワープロ等不可)。①日付､②署名､③押印が必要｡これらの要件を欠くものは無効となる。
・加除訂正の際には､④場所を特定した上で変更の内容を記し､⑤署名､⑥変更の箇所に押印することが必要。
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そこが知りたい！

図表5：遺留分の計算方法

①遺産（相続時の財産）

②相続前１年以内の贈与

遺留分算定の基礎財産⑤債務

③特別受益（相続人への贈与）※

④遺留分を持つ人に損害を
与えることを知って行った贈与等

＋

＋ ー ＝

被相続人の配偶者と子が相続人である場合、遺留分は次
の算式で計算した「基礎財産」の２分の１相当額が総額
となり、これを法定相続分で配分します。
なお、遺産と贈与財産は相続時の価額により評価する。

※③の「特別受益」とは、相続人が被相続人から婚姻や養子縁組のため、あるいは生
計の資本として生前に受けた贈与などをいいます。②の「贈与」との相違点は、③の特
別受益が、“相続の前渡し分”という点です。したがって、「特別受益」に該当する贈与は、
相続の何年前になされたものであっても、さかのぼってすべて基礎財産に算入されます。

の
検
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
正
証
書
遺
言
は
、
証
人
２
人
の
立

会
の
も
と
に
、
遺
言
者
が
遺
言
の
趣
旨

を
公
証
人
に
伝
え
、
公
証
人
が
そ
れ
を

筆
記
し
、
こ
れ
に
遺
言
者
、
証
人
お
よ

び
公
証
人
が
自
署
押
印
す
る
こ
と
に
よ

り
作
成
し
ま
す
。
長
所
は
、
公
証
人
が

作
成
す
る
た
め
、
極
め
て
証
拠
能
力
が

高
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
紛
失
し
た
場

合
に
も
、
原
本
が
公
証
人
役
場
に
保
管

さ
れ
て
い
る
の
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

短
所
は
、
証
人
２
人
の
立
会
の
も
と
に

公
証
人
が
作
成
す
る
た
め
、
手
間
と
費

用
が
か
か
る
こ
と
で
す
。

　

秘
密
証
書
遺
言
と
は
、
遺
言
者
が
証

書
に
署
名
押
印
し
、
そ
の
証
書
を
証
書

に
用
い
た
印
章
で
封
印
し
、
そ
の
封
書

を
公
証
人
お
よ
び
証
人
２
人
以
上
の
前

に
提
出
し
て
、
自
己
の
遺
言
書
で
あ
る

旨
な
ら
び
に
筆
者
の
氏
名
お
よ
び
住
所

を
申
述
し
、
公
証
人
が
そ
の
証
書
を
提

出
し
た
日
付
お
よ
び
遺
言
者
の
申
述
を

封
紙
に
記
載
し
た
後
に
、
遺
言
者
お
よ

び
証
人
が
自
署
押
印
す
る
こ
と
に
よ
り

作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
相
続
発
生
後
に

は
家
庭
裁
判
所
の
検
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
と
短
所
が
あ
る
遺

言
の
方
法
で
す
が
、
費
用
が
か
か
る
も

の
の
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
手
続
が
不

要
で
あ
る
公
正
証
書
遺
言
が
一
番
確
実

な
方
法
で
す
（
前
頁
図
表
４
参
照
）。

②
遺
留
分

　

被
相
続
人
が
遺
言
を
作
成
し
て
い
た

場
合
、
被
相
続
人
の
遺
志
を
尊
重
す
る

な
ら
ば
、
遺
言
の
内
容
通
り
に
財
産
を

配
分
す
べ
き
で
す
。
し
か
し
、
被
相
続

人
が
相
続
人
以
外
の
人
に
全
財
産
を
渡

し
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、
特
定
の
相
続

人
に
対
し
て
全
財
産
を
生
前
に
贈
与
ま

た
は
相
続
さ
せ
た
場
合
、
相
続
人
の
な

か
で
被
相
続
人
の
財
産
を
全
く
、
あ
る

い
は
わ
ず
か
し
か
相
続
で
き
な
い
人
が

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
、
遺
産
が
も
ら
え
な
い
相
続

人
は
生
活
に
支
障
を
き
た
す
か
も
し
れ

ま
せ
ん
し
、
被
相
続
人
の
財
産
の
形
成

に
相
続
人
が
協
力
し
て
き
た
こ
と
へ
の

配
慮
に
欠
け
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
民
法
で

は
、
遺
産
の
う
ち
一
定
の
割
合
に
つ
い
て

は
、
相
続
人
に
遺
産
を
も
ら
え
る
権
利

を
保
証
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
遺
留

分
」
と
い
い
ま
す
（
図
表
５
参
照
）。

　

遺
留
分
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
兄
弟

姉
妹
以
外
の
相
続
人
で
す
。
相
続
人
で

あ
る
兄
弟
姉
妹
に
は
遺
留
分
が
あ
り
ま

せ
ん
。
被
相
続
人
の
配
偶
者
ま
た
は
子

が
相
続
人
で
あ
る
場
合
、
相
続
財
産
の

２
分
の
１
が
遺
留
分
権
利
者
全
体
の
遺
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で
、
将
来
の
開
発
や
売
却
の
際
に
争
い

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
避

け
る
べ
き
で
す
。

②
債
務
に
関
す
る
準
備

　

相
続
人
へ
の
相
続
を
考
え
る
場
合
、

財
産
以
上
に
債
務
の
取
扱
い
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　

民
法
上
、
相
続
人
は
被
相
続
人
の
権

利
義
務
を
無
限
に
承
継
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
借
金
や
保
証
な
ど
被

相
続
人
の
債
務
も
、
法
定
相
続
分
に
応

じ
て
相
続
す
る
の
が
原
則
で
す
。
相
続

が
発
生
す
る
と
、
相
続
人
は
被
相
続
人

の
財
産
に
つ
い
て
遺
産
分
割
を
行
い
ま

す
が
、
借
入
金
や
保
証
と
い
っ
た
債
務

に
つ
い
て
は
、
相
続
開
始
時
点
に
お
い
て

各
相
続
人
に
法
定
相
続
割
合
で
自
動
的

に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
遺

産
分
割
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
相

続
人
の
間
で
プ
ラ
ス
財
産
の
遺
産
分
割

と
あ
わ
せ
、
債
務
承
継
に
つ
い
て
も
話

し
合
っ
て
合
意
を
得
る
こ
と
は
必
要
で

す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
相
続
人
間
で

の
合
意
で
あ
っ
て
、
債
権
者
に
は
対
抗

で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
被
相
続
人
の

債
務
を
す
べ
て
相
続
人
Ａ
さ
ん
が
負
担

す
る
遺
産
分
割
を
行
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
Ａ
さ
ん
が
債
務
弁
済
を
行
わ
な
い

と
、
債
権
者
は
他
の
相
続
人
に
対
し
、

法
定
相
続
分
に
見
合
う
債
務
の
弁
済
を

相続税とその対象となる財産

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
債
務
の
相
続
を
避
け
る

た
め
に
は
、相
続
人
は
相
続
開
始
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
か
ら
３
カ
月
以

内
に
、
相
続
放
棄
の
手
続
き
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

債
務
に
つ
い
て
の
相
続
前
の
事
前
の

準
備
と
し
て
は
、
相
続
人
に
よ
け
い
な

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
債
務
を
生
前

に
な
る
べ
く
整
理
し
て
お
き
、
や
む
を

え
ず
に
相
続
さ
せ
る
と
き
に
は
、
そ
の

内
容
を
相
続
人
に
伝
え
て
お
く
な
ど
の

配
慮
が
不
可
欠
で
す
。

（
３
）
ま
と
め
～
遺
留
分
を
踏
ま
え
た

財
産
承
継
が
重
要
〜

　

相
続
に
よ
り
財
産
を
次
世
代
へ
渡
す

際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
相
続
人
（
特
に
子
）

に
は
極
力
、
公
平
に
財
産
を
わ
た
す
こ

と
に
つ
き
ま
す
。（
１
）
②
で
お
話
し
し

た
と
お
り
、
相
続
人
は
、
相
続
に
よ
る

自
分
の
取
り
分
が
遺
留
分
よ
り
少
な
け

れ
ば
、
遺
留
分
減
殺
請
求
に
よ
っ
て
、

財
産
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
相
続
人
間
で
こ
れ
を
実
行
す

れ
ば
、
信
頼
関
係
が
崩
れ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
続
で
不
幸
な
結
末

を
迎
え
な
い
た
め
に
も
、
次
世
代
へ
の

財
産
の
配
分
に
は
慎
重
を
期
し
、
全
相

続
人
の
遺
留
分
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

留
分
と
な
り
ま
す
。
遺
留
分
権
利
者
が

複
数
い
る
と
き
は
、
全
体
の
遺
留
分
の

割
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
定
相
続
分
を

掛
け
た
も
の
が
、
そ
の
相
続
人
の
遺
留

分
の
割
合
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
相

続
人
が
配
偶
者
と
子
２
人
の
場
合
は
、

配
偶
者
の
遺
留
分
は
４
分
の
1
（
１
／

２
×
１
／
２
）、
子
１
人
あ
た
り
の
遺
留

分
は
８
分
の
１
（
１
／
２
×
１
／
４
）
と

な
り
ま
す
。

　

遺
留
分
を
侵
害
さ
れ
た
遺
留
分
権
利

者
は
、
遺
留
分
の
減
殺
請
求
を
す
る
こ

と
に
よ
り
財
産
を
取
り
戻
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
遺
留
分
の
減
殺
請
求
は
、
実

務
上
は
、
内
容
証
明
郵
便
に
よ
り
、
贈

与
・
遺
贈
を
受
け
た
人
に
対
し
て
意
思

表
示
を
行
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
遺
留
分
制
度
は
、
遺
留
分
権

利
者
が
遺
留
分
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
に

は
遺
留
分
を
取
り
戻
す
権
利
が
あ
る
と

い
う
も
の
で
す
。
遺
留
分
を
侵
害
し
た

遺
言
で
あ
っ
て
も
、
遺
言
そ
の
も
の
が

無
効
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
２
）
そ
の
他
生
前
の
準
備

①
財
産
に
関
す
る
準
備

　

相
続
後
の
ス
ム
ー
ズ
な
遺
産
分
割
を

考
え
る
場
合
、
相
続
人
が
分
け
や
す
い

よ
う
に
所
有
財
産
の
中
身
を
見
直
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
般
的
に
、
維

持
管
理
に
手
間
が
か
か
ら
ず
、
分
け
や

す
く
、
価
格
変
動
も
な
く
、
葬
儀
費
用

や
納
税
資
金
に
充
て
ら
れ
る
預
貯
金
が
、

相
続
人
が
相
続
し
た
い
財
産
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
管
理
に
手
間
や
費
用

の
か
か
る
不
動
産
は
、
自
分
の
住
む
物

件
か
、
賃
貸
物
件
で
安
定
収
入
の
見
込

め
る
も
の
で
な
い
と
、
相
続
人
は
相
続

し
た
が
ら
な
い
の
が
最
近
の
相
続
の
実

情
で
す
。
相
続
人
に
不
動
産
を
遺
す
場

合
は
、
生
前
に
隣
地
と
の
境
界
確
定
や

測
量
を
し
て
お
く
な
ど
し
て
お
き
、
子

が
相
続
し
や
す
い
よ
う
に
準
備
を
し
て

お
い
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
不
動
産
を
相
続
す
る
場
合
に

ト
ラ
ブ
ル
の
元
と
な
り
や
す
い
の
は
、
一

の
不
動
産
を
複
数
の
相
続
人
が
共
有
で

相
続
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
相

続
の
方
法
は
問
題
を
先
送
り
す
る
だ
け
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